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平成１８年３月２７日

国 土 交 通 省

建設汚泥再生利用指針検討委員会の報告書

がまとまりました

○建設汚泥の再資源化率は極めて低い水準にとどまっており、産業廃棄物の

最終処分場の残余容量が逼迫している中、建設汚泥の最終処分量をいかに

削減するかは喫緊の課題となっています。また、建設廃棄物の不法投棄が

全国各地で深刻となっており、建設汚泥の不法投棄についても看過できな

い状況にあります。

○このような状況を踏まえ、平成１７年６月に学識経験者、建設業界、産業

廃棄物処理業界、地方自治体、環境省及び国土交通省等の関係者をメンバ

ーとする「建設汚泥再生利用指針検討委員会 （委員長：嘉門雅史京都大」

学大学院教授）を発足し、建設汚泥の再生利用、適正処理を推進するため

の施策について、これまで幅広く検討を行ってまいりました。この度、本

委員会の報告書がまとまりましたのでお知らせ致します。

○なお、国土交通省としては、今後、本報告書を踏まえ 「建設汚泥のリサ、

イクルに関するガイドライン」等を策定し、建設汚泥の再生利用の促進、

適正処理の推進により一層努めてまいる予定です。
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